
２０２５年１０月１２日 コロサイ 2:20-3:3  説教題 「上にあるものを思う」 

 

2:20 もしあなたがたが、キリストと共に死んで世のもろもろの霊力から離れたのなら、な

ぜ、なおこの世に生きているもののように、 

 2:21 「さわるな、味わうな、触れるな」などという規定に縛られているのか。 

 2:22 これらは皆、使えば尽きてしまうもの、人間の規定や教によっているものである。 

 2:23 これらのことは、ひとりよがりの礼拝とわざとらしい謙そんと、からだの苦行とをと

もなうので、知恵のあるしわざらしく見えるが、実は、ほしいままな肉欲を防ぐのに、なん

の役にも立つものではない。 

3:1 このように、あなたがたはキリストと共によみがえらされたのだから、上にあるものを

求めなさい。そこではキリストが神の右に座しておられるのである。 

 3:2 あなたがたは上にあるものを思うべきであって、地上のものに心を引かれてはならな

い。 

 3:3 あなたがたはすでに死んだものであって、あなたがたのいのちは、キリストと共に神

のうちに隠されているのである。 

 

   【今日の説教から】 

「『さわるな、味わうな、触れるな』…という人間の規定…ひとりよがりの礼拝とわざとら

しい謙そんと、からだの苦行…知恵のあるしわざらしく見えるが、実は、ほしいままな肉欲

を防ぐのに、なんの役にも立つものではない」 

「これらは、きたるべきものの影であって、その本体はキリストにある。」 

「完全な自由の律法を一心に見つめてたゆまない人は、聞いて忘れてしまう人ではなくて、

実際に行う人である。こういう人は、その行いによって祝福される。もし人が信心深い者だ

と自任しながら、舌を制することをせず、自分の心を欺いているならば、その人の信心はむ

なしいものである。父なる神のみまえに清く汚れのない信心とは、困っている孤児や、やも

めを見舞い、自らは世の汚れに染まずに、身を清く保つことにほかならない。」(ヤコブ書１

章) 

「キリスト・イエスにあっては、割礼があってもなくても、問題ではない。尊いのは、愛に

よって働く信仰だけである。…わたしは命じる、御霊によって歩きなさい。そうすれば、決

して肉の欲を満たすことはない。…御霊の実は、愛、喜び、平和、寛容、慈愛、善意、忠実、 

柔和、自制であって、これらを否定する律法はない。キリスト・イエスに属する者は、自分

の肉を、その情と欲と共に十字架につけてしまった…」(ガラテヤ５章) 

 イエス様が私たちのためになしてくださった救い、霊によって生まれ変わる道を開いて下

さったことに感謝します。 

 

ローマ 8:1 こういうわけで、今やキリスト・イエスにある者は罪に定められることがない。 



 8:2 なぜなら、キリスト・イエスにあるいのちの御霊の法則は、罪と死との法則からあな

たを解放したからである。 

 8:3 律法が肉により無力になっているためになし得なかった事を、神はなし遂げて下さっ

た。すなわち、御子を、罪の肉の様で罪のためにつかわし、肉において罪を罰せられたので

ある。 

 8:4 これは律法の要求が、肉によらず霊によって歩くわたしたちにおいて、満たされるた

めである。 

 8:5 なぜなら、肉に従う者は肉のことを思い、霊に従う者は霊のことを思うからである。 

 8:6 肉の思いは死であるが、霊の思いは、いのちと平安とである。 

 8:7 なぜなら、肉の思いは神に敵するからである。すなわち、それは神の律法に従わず、

否、従い得ないのである。 

 8:8 また、肉にある者は、神を喜ばせることができない。 

 8:9 しかし、神の御霊があなたがたの内に宿っているなら、あなたがたは肉におるのでは

なく、霊におるのである。もし、キリストの霊を持たない人がいるなら、その人はキリスト

のものではない。 

 8:10 もし、キリストがあなたがたの内におられるなら、からだは罪のゆえに死んでいても、

霊は義のゆえに生きているのである。 

 8:11 もし、イエスを死人の中からよみがえらせたかたの御霊が、あなたがたの内に宿って

いるなら、キリスト・イエスを死人の中からよみがえらせたかたは、あなたがたの内に宿っ

ている御霊によって、あなたがたの死ぬべきからだをも、生かしてくださるであろう。 

 8:12 それゆえに、兄弟たちよ。わたしたちは、果すべき責任を負っている者であるが、肉

に従って生きる責任を肉に対して負っているのではない。 

 8:13 なぜなら、もし、肉に従って生きるなら、あなたがたは死ぬ外はないからである。し

かし、霊によってからだの働きを殺すなら、あなたがたは生きるであろう。 

 8:14 すべて神の御霊に導かれている者は、すなわち、神の子である。 

 8:15 あなたがたは再び恐れをいだかせる奴隷の霊を受けたのではなく、子たる身分を授け

る霊を受けたのである。その霊によって、わたしたちは「アバ、父よ」と呼ぶのである。 

 8:16 御霊みずから、わたしたちの霊と共に、わたしたちが神の子であることをあかしして

下さる。 

 8:17 もし子であれば、相続人でもある。神の相続人であって、キリストと栄光を共にする

ために苦難をも共にしている以上、キリストと共同の相続人なのである。 

 8:18 わたしは思う。今のこの時の苦しみは、やがてわたしたちに現されようとする栄光に

比べると、言うに足りない。 

 

 

 



皆様、おはようございます。 

ずいぶん肌寒くなったかと思いきや、また昼の暑さを感じるこの頃です。 

皆様いかがお過ごしでしたか。 

 

コロサイ書もいよいよ後半に入り、パウロははっきりと結論を語る場面となってまいりま

した。 

 

2:20 もしあなたがたが、キリストと共に死んで世のもろもろの霊力から離れたのなら、な

ぜ、なおこの世に生きているもののように、 

 2:21 「さわるな、味わうな、触れるな」などという規定に縛られているのか。 

 2:22 これらは皆、使えば尽きてしまうもの、人間の規定や教によっているものである。 

 2:23 これらのことは、ひとりよがりの礼拝とわざとらしい謙そんと、からだの苦行とをと

もなうので、知恵のあるしわざらしく見えるが、実は、ほしいままな肉欲を防ぐのに、なん

の役にも立つものではない。 

 

 

私たちは正しく生きたいと願います。しかしそのすべを知りません。あるときはうまくいっ

たかと思えば、ある時には散々な失敗をしてしまうかもしれません。「人生は、三歩進んで

二歩下がる」という歌詞がありましたが、そのように少しずつでも、必ず前進するという保

証はどこにもありません。 

 

先週の説教にて、律法学者たちの欺瞞について触れました。上座に座ることが大好きで、本

当に上座に座るべきイエス様に上座を譲らないばかりか、敵意をもって十字架の死に追い

やったこと、安息日に癒しを行うであろうイエス様の心を見越して告発の理由を得ようと

病の人をわざと会堂に連れてくること(こうやって人を貶めようと画策することこそが安息

日にあるまじき行動)、律法の抜け穴を用いて自分の都合の良いように解釈すること、他の

人たちを罪びとと見下して自分の至らなさに全く気付いていないことなど、本当に身につ

まされる色々なことが聖書には記してありました。 

 

 

マルコ 7:6 イエスは言われた、「イザヤは、あなたがた偽善者について、こう書いているが、

それは適切な預言である、『この民は、口さきではわたしを敬うが、その心はわたしから遠

く離れている。 

 7:7 人間のいましめを教として教え、無意味にわたしを拝んでいる』。 

 7:8 あなたがたは、神のいましめをさしおいて、人間の言伝えを固執している」。 

 7:9 また、言われた、「あなたがたは、自分たちの言伝えを守るために、よくも神のいまし



めを捨てたものだ。 

 7:10 モーセは言ったではないか、『父と母とを敬え』、また『父または母をののしる者は、

必ず死に定められる』と。 

 7:11 それだのに、あなたがたは、もし人が父または母にむかって、あなたに差上げるはず

のこのものはコルバン、すなわち、供え物ですと言えば、それでよいとして、 

 7:12 その人は父母に対して、もう何もしないで済むのだと言っている。 

 7:13 こうしてあなたがたは、自分たちが受けついだ言伝えによって、神の言を無にしてい

る。また、このような事をしばしばおこなっている」。 

 

ルカ 13:11 そこに十八年間も病気の霊につかれ、かがんだままで、からだを伸ばすことの

全くできない女がいた。 

 13:12 イエスはこの女を見て、呼びよせ、「女よ、あなたの病気はなおった」と言って、 

 13:13 手をその上に置かれた。すると立ちどころに、そのからだがまっすぐになり、そし

て神をたたえはじめた。 

 13:14 ところが会堂司は、イエスが安息日に病気をいやされたことを憤り、群衆にむかっ

て言った、「働くべき日は六日ある。その間に、なおしてもらいにきなさい。安息日にはい

けない」。 

 13:15 主はこれに答えて言われた、「偽善者たちよ、あなたがたはだれでも、安息日であっ

ても、自分の牛やろばを家畜小屋から解いて、水を飲ませに引き出してやるではないか。 

 13:16 それなら、十八年間もサタンに縛られていた、アブラハムの娘であるこの女を、安

息日であっても、その束縛から解いてやるべきではなかったか」。 

 13:17 こう言われたので、イエスに反対していた人たちはみな恥じ入った。そして群衆は

こぞって、イエスがなされたすべてのすばらしいみわざを見て喜んだ。 

 

ルカ 6:7 律法学者やパリサイ人たちは、イエスを訴える口実を見付けようと思って、安息

日にいやされるかどうかをうかがっていた。 

 6:8 イエスは彼らの思っていることを知って、その手のなえた人に、「起きて、まん中に立

ちなさい」と言われると、起き上がって立った。 

 6:9 そこでイエスは彼らにむかって言われた、「あなたがたに聞くが、安息日に善を行うの

と悪を行うのと、命を救うのと殺すのと、どちらがよいか」。 

 6:10 そして彼ら一同を見まわして、その人に「手を伸ばしなさい」と言われた。そのとお

りにすると、その手は元どおりになった。 

 6:11 そこで彼らは激しく怒って、イエスをどうかしてやろうと、互に話合いをはじめた。 

 6:12 このころ、イエスは祈るために山へ行き、夜を徹して神に祈られた。 

 

ルカ 18:9 自分を義人だと自任し、他の人々を見下している者たちに対しては、イエスはこ



のようなたとえを話された。 

 18:10 「ふたりの人が、祈るために宮に上った。ひとりはパリサイ人で、もうひとりは取

税人であった。 

 18:11 パリサイ人は、立って、心の中でこんな祈りをした。『神よ。私はほかの人々のよう

にゆする者、不正な者、姦淫する者ではなく、ことにこの取税人のようではないことを、感

謝します。 

 18:12 私は週に二度断食し、自分の受けるものはみな、その十分の一をささげております。』 

 18:13 ところが、取税人は遠く離れて立ち、目を天に向けようともせず、自分の胸をたた

いて言った。『神さま。こんな罪人の私をあわれんでください。』 

 18:14 あなたがたに言うが、この人が、義と認められて家に帰りました。パリサイ人では

ありません。なぜなら、だれでも自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くさ

れるからです。」 

 

マタイ 6:1 自分の義を、見られるために人の前で行わないように、注意しなさい。もし、そ

うしないと、天にいますあなたがたの父から報いを受けることがないであろう。 

 6:2 だから、施しをする時には、偽善者たちが人にほめられるため会堂や町の中でするよ

うに、自分の前でラッパを吹きならすな。よく言っておくが、彼らはその報いを受けてしま

っている。 

 6:3 あなたは施しをする場合、右の手のしていることを左の手に知らせるな。 

 6:4 それは、あなたのする施しが隠れているためである。すると、隠れた事を見ておられ

るあなたの父は、報いてくださるであろう。 

 6:5 また祈る時には、偽善者たちのようにするな。彼らは人に見せようとして、会堂や大

通りのつじに立って祈ることを好む。よく言っておくが、彼らはその報いを受けてしまって

いる。 

6:16 また断食をする時には、偽善者がするように、陰気な顔つきをするな。彼らは断食を

していることを人に見せようとして、自分の顔を見苦しくするのである。よく言っておくが、

彼らはその報いを受けてしまっている。 

 6:17 あなたがたは断食をする時には、自分の頭に油を塗り、顔を洗いなさい。 

 6:18 それは断食をしていることが人に知れないで、隠れた所においでになるあなたの父に

知られるためである。すると、隠れた事を見ておられるあなたの父は、報いて下さるであろ

う。 

 

マタイ 23:2 「律法学者とパリサイ人とは、モーセの座にすわっている。 

 23:3 だから、彼らがあなたがたに言うことは、みな守って実行しなさい。しかし、彼らの

することには、ならうな。彼らは言うだけで、実行しないから。 

 23:4 また、重い荷物をくくって人々の肩にのせるが、それを動かすために、自分では指一



本も貸そうとはしない。 

 23:5 そのすることは、すべて人に見せるためである。すなわち、彼らは経札を幅広くつく

り、その衣のふさを大きくし、 

 23:6 また、宴会の上座、会堂の上席を好み、 

 23:7 広場であいさつされることや、人々から先生と呼ばれることを好んでいる。 

 23:8 しかし、あなたがたは先生と呼ばれてはならない。あなたがたの先生は、ただひとり

であって、あなたがたはみな兄弟なのだから。 

 23:9 また、地上のだれをも、父と呼んではならない。あなたがたの父はただひとり、すな

わち、天にいます父である。 

 23:10 また、あなたがたは教師と呼ばれてはならない。あなたがたの教師はただひとり、

すなわち、キリストである。 

 23:11 そこで、あなたがたのうちでいちばん偉い者は、仕える人でなければならない。 

 23:12 だれでも自分を高くする者は低くされ、自分を低くする者は高くされるであろう。 

 23:13 偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがた

は、天国を閉ざして人々をはいらせない。自分もはいらないし、はいろうとする人をはいら

せもしない。 

 23:14 〔偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたが

たは、やもめたちの家を食い倒し、見えのために長い祈をする。だから、もっときびしいさ

ばきを受けるに違いない。〕 

 23:15 偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがた

はひとりの改宗者をつくるために、海と陸とを巡り歩く。そして、つくったなら、彼を自分

より倍もひどい地獄の子にする。 

 23:16 盲目な案内者たちよ。あなたがたは、わざわいである。 

 

 

 

「世のもろもろの霊力」、「この世に生きているもの」、「『さわるな、味わうな、触れるな』

などという規定、人間の規定や教に縛られ」、「ひとりよがりの礼拝とわざとらしい謙そん」、

「からだの苦行をともなう」、「知恵のあるしわざらしく見えるが」、「これらは皆、使えば尽

きてしまうもの」、「実は、ほしいままな肉欲を防ぐのに、なんの役にも立つものではない。」 

 

パウロはバッサリと、人の慢心と欺瞞に満ちた意味なき努力を批判して切り落とします。 

 

ほしいままな肉欲。人は自らを喜ばせようとして自己中心に向かおうとします。それが人と

の間の衝突を生むという事を良心は感知しているはずなのですが、それでもなおその肉の

性質は止まるところを知らないのです。 



 

ヤコブ 

3:2 わたしたちは皆、多くのあやまちを犯すものである。もし、言葉の上であやまちのない

人があれば、そういう人は、全身をも制御することのできる完全な人である。 

 3:3 馬を御するために、その口にくつわをはめるなら、その全身を引きまわすことができ

る。 

 3:4 また船を見るがよい。船体が非常に大きく、また激しい風に吹きまくられても、ごく

小さなかじ一つで、操縦者の思いのままに運転される。 

 3:5 それと同じく、舌は小さな器官ではあるが、よく大言壮語する。見よ、ごく小さな火

でも、非常に大きな森を燃やすではないか。 

 3:6 舌は火である。不義の世界である。舌は、わたしたちの器官の一つとしてそなえられ

たものであるが、全身を汚し、生存の車輪を燃やし、自らは地獄の火で焼かれる。 

 3:7 あらゆる種類の獣、鳥、這うもの、海の生物は、すべて人類に制せられるし、また制

せられてきた。 

 3:8 ところが、舌を制しうる人は、ひとりもいない。それは、制しにくい悪であって、死

の毒に満ちている。 

 3:9 わたしたちは、この舌で父なる主をさんびし、また、その同じ舌で、神にかたどって

造られた人間をのろっている。 

 3:10 同じ口から、さんびとのろいとが出て来る。わたしの兄弟たちよ。このような事は、

あるべきでない。 

 3:11 泉が、甘い水と苦い水とを、同じ穴からふき出すことがあろうか。 

 3:12 わたしの兄弟たちよ。いちじくの木がオリブの実を結び、ぶどうの木がいちじくの実

を結ぶことができようか。塩水も、甘い水を出すことはできない。 

 3:13 あなたがたのうちで、知恵があり物わかりのよい人は、だれであるか。その人は、知

恵にかなう柔和な行いをしていることを、よい生活によって示すがよい。 

 3:14 しかし、もしあなたがたの心の中に、苦々しいねたみや党派心をいだいているのなら、

誇り高ぶってはならない。また、真理にそむいて偽ってはならない。 

 3:15 そのような知恵は、上から下ってきたものではなくて、地につくもの、肉に属するも

の、悪魔的なものである。 

 3:16 ねたみと党派心とのあるところには、混乱とあらゆる忌むべき行為とがある。 

 3:17 しかし上からの知恵は、第一に清く、次に平和、寛容、温順であり、あわれみと良い

実とに満ち、かたより見ず、偽りがない。 

 3:18 義の実は、平和を造り出す人たちによって、平和のうちにまかれるものである。 

4:1 あなたがたの中の戦いや争いは、いったい、どこから起るのか。それはほかではない。

あなたがたの肢体の中で相戦う欲情からではないか。 

 4:2 あなたがたは、むさぼるが得られない。そこで人殺しをする。熱望するが手に入れる



ことができない。そこで争い戦う。あなたがたは、求めないから得られないのだ。 

 4:3 求めても与えられないのは、快楽のために使おうとして、悪い求め方をするからだ。 

 

わたくしたちの生まれながらの性質、ほしいままな肉欲を防ぐのに、私たちはどうしたらよ

いのでしょうか。人が今一度新たに生まれ変わるには、どうしたらよいのでしょうか。 

それは、私たちが肉に死に、霊に生きることによってのみなされるのです。 

 

ヨハネ 3:1 パリサイ人のひとりで、その名をニコデモというユダヤ人の指導者があった。 

 3:2 この人が夜イエスのもとにきて言った、「先生、わたしたちはあなたが神からこられた

教師であることを知っています。神がご一緒でないなら、あなたがなさっておられるような

しるしは、だれにもできはしません」。 

 3:3 イエスは答えて言われた、「よくよくあなたに言っておく。だれでも新しく生れなけれ

ば、神の国を見ることはできない」。 

 3:4 ニコデモは言った、「人は年をとってから生れることが、どうしてできますか。もう一

度、母の胎にはいって生れることができましょうか」。 

 3:5 イエスは答えられた、「よくよくあなたに言っておく。だれでも、水と霊とから生れな

ければ、神の国にはいることはできない。 

 3:6 肉から生れる者は肉であり、霊から生れる者は霊である。 

 

１ペテロ 1:8 あなたがたは、イエス・キリストを見たことはないが、彼を愛している。現

在、見てはいけないけれども、信じて、言葉につくせない、輝きにみちた喜びにあふれてい

る。 

 

１ヨハネ 3:9 すべて神から生れた者は、罪を犯さない。神の種が、その人のうちにとどまっ

ているからである。また、その人は、神から生れた者であるから、罪を犯すことができない。 

 3:10 神の子と悪魔の子との区別は、これによって明らかである。すなわち、すべて義を行

わない者は、神から出た者ではない。兄弟を愛さない者も、同様である。 

 3:11 わたしたちは互に愛し合うべきである。これが、あなたがたの初めから聞いていたお

とずれである。 

 

ガラテヤ 2:19 わたしは、神に生きるために、律法によって律法に死んだ。わたしはキリス

トと共に十字架につけられた。 

 2:20 生きているのは、もはや、わたしではない。キリストが、わたしのうちに生きておら

れるのである。しかし、わたしがいま肉にあって生きているのは、わたしを愛し、わたしの

ためにご自身をささげられた神の御子を信じる信仰によって、生きているのである。 

 2:21 わたしは、神の恵みを無にはしない。もし、義が律法によって得られるとすれば、キ



リストの死はむだであったことになる。 

 

コロサイ 2:19 キリストなるかしらに、しっかりと着くことをしない。このかしらから出て、

からだ全体は、節と節、筋と筋とによって強められ結び合わされ、神に育てられて成長して

いくのである。 

 2:20 もしあなたがたが、キリストと共に死んで世のもろもろの霊力から離れたのなら、な

ぜ、なおこの世に生きているもののように、 

 2:21 「さわるな、味わうな、触れるな」などという規定に縛られているのか。…これらの

ことは、ひとりよがりの礼拝とわざとらしい謙そんと、からだの苦行とをともなうので、知

恵のあるしわざらしく見えるが、実は、ほしいままな肉欲を防ぐのに、なんの役にも立つも

のではない。 

3:1 このように、あなたがたはキリストと共によみがえらされたのだから、上にあるものを

求めなさい。そこではキリストが神の右に座しておられるのである。 

 3:2 あなたがたは上にあるものを思うべきであって、地上のものに心を引かれてはならな

い。 

 3:3 あなたがたはすでに死んだものであって、あなたがたのいのちは、キリストと共に神

のうちに隠されているのである。 

 

キリストと共によみがえらされた！！ 

 

2 コリント 5:17 だれでもキリストにあるならば、その人は新しく造られた者である。古い

ものは過ぎ去った、見よ、すべてが新しくなったのである。 

 

上にあるものを求めなさい。そこではキリストが神の右に座しておられるのである。 

上にあるものを思うべきであって、地上のものに心を引かれてはならない。 

あなたがたはすでに死んだものであって、あなたがたのいのちは、キリストと共に神のうち

に隠されているのである。 

 

キリストが救いの本体です。キリストが世界の基です。私たちは一喜一憂せずに、キリスト

の救いを感謝し、キリストに向けて目を上に挙げ、地上の者に心惹かれず、私たちのために

死んで復活されたお方のことのみを思って上を見上げて進もうではありませんか。私たち

の命は復活の主イエス様のうちに確かに隠され、誰も指一本も触れることがないように守

られているのですから。私たちは勇気をもって罪に、悪に立ち向かって勝利することが出来

るのです。 

へブル 12:2 信仰の導き手であり、またその完成者であるイエスを仰ぎ見つつ、走ろうでは

ないか。彼は、自分の前におかれている喜びのゆえに、恥をもいとわないで十字架を忍び、



神の御座の右に座するに至ったのである。 

12:28 このように、わたしたちは震われない国を受けているのだから、感謝をしようではな

いか。そして感謝しつつ、恐れかしこみ、神に喜ばれるように、仕えていこう。 

 12:29 わたしたちの神は、実に、焼きつくす火である。 

 

ヤコブ 4:5 それとも、「神は、わたしたちの内に住まわせた霊を、ねたむほどに愛しておら

れる」と聖書に書いてあるのは、むなしい言葉だと思うのか。 

 4:6 しかし神は、いや増しに恵みを賜う。であるから、「神は高ぶる者をしりぞけ、へりく

だる者に恵みを賜う」とある。 

 4:7 そういうわけだから、神に従いなさい。そして、悪魔に立ちむかいなさい。そうすれ

ば、彼はあなたがたから逃げ去るであろう。 

 4:8 神に近づきなさい。そうすれば、神はあなたがたに近づいて下さるであろう。罪人ど

もよ、手をきよめよ。二心の者どもよ、心を清くせよ。 

 4:9 苦しめ、悲しめ、泣け。あなたがたの笑いを悲しみに、喜びを憂いに変えよ。 

 4:10 主のみまえにへりくだれ。そうすれば、主は、あなたがたを高くして下さるであろう。 

 

◇祈祷；天の父なる神様、今日の礼拝を感謝します。 

「肉の弱さのために律法がなしえなかったことを、神はしてくださっ

たのです」とローマ８章にありますように、私たちは誰一人神様の定め

である教えを守り行うことが出来ませんでした。誰も自分自身の行い

によって神の教えを全う出来ると誇ることはできません。ですから自

分の知恵にも能力にも意思においても完全ではないことを認めて、神

様の助けである聖霊様に頼り、導きを常に待ち望むことが出来ますよ

うに。どうぞあらゆる苦しめる方々を神様の救いと平安の中にお導き

下さい。私たちの家族と、地域の方々を祝福して下さい。私たちをお用

い下さい。主イエス様の御名によって祈ります。アーメン 


